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取扱説明書の変更について

Branson では、常に製品の内部回路、機構および部品などの改善に努め、超音波プラスチック溶着、超音波金属

接合、超音波洗浄およびその関連技術で最先端の座を保つように努力しております。改善箇所は、開発並びに

徹底的なテストを通じて製品に取り入れられております。これらの改善に関する情報は、最新の取扱説明書改

訂時に、該当する記載箇所へ反映されます。

特定の製品に対するサービス等をご用命の際には、該当製品に付属の取扱説明書の表紙に記載されております

文書管理番号、改訂版数、および改訂日をご確認ください。

注記

品質および性能向上のため、製品の仕様は予告なく変更になる場合があります。

取扱説明書の改訂版数を確認し、実際の製品の仕様についてはその製品に付属の取扱

説明書に記載されている情報を参考にしてください。

また最新情報の詳細に関しては、弊社のお客様担当営業または最寄りのブランソン営

業所までお問い合わせください。
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取扱説明書
はしがき

Branson Ultrasonics Corporation のシステムをお選びいただきありがとうございます。

Branson DCX シリーズ・システムは、超音波エネルギーを使用してプラスチック・パーツを溶着する加工機器で

す。お客様の多岐にわたるアプリケーションに対応するよう先進の技術を採用した、もっとも新しい世代の製

品です。本取扱説明書は、このシステムに付属する文書の一部ですので、機器とともに大切に保管してください。

Branson 製品をお選びいただきありがとうございました。

はじめに

本書の構成は、DCX Web ページ・インターフェースの使い方を知るために必要な情報を見つけやすいよう配慮し

たものとなっています。必要な情報を検索する際は、本書の目次または索引をご確認ください。さらに詳しい

情報が必要な場合は、パワーサプライの取扱説明書をご参照ください。本書に記載のない情報またはサポート

を必要とされる場合には、当社カスタマー・サービス（連絡についての詳細は、1-5 ページの第 1.3 節「ブラン

ソンへの連絡方法」 を参照）または最寄りのブランソン営業所へご連絡ください。
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取扱説明書
第 1章：安全およびサポート

1.1 安全要求事項および警告 .................................................................................................1-2

1.1.1 本書で使用されている記号 .......................................................................................1-2

1.2 一般的な注意事項 ............................................................................................................1-2

1.2.1 システムの用途 .........................................................................................................1-3

1.2.2 被加工物からの放出物について ................................................................................1-4

1.3 ブランソンへの連絡方法 .................................................................................................1-5

1.3.1 ブランソンのサポートをご依頼される前に ..............................................................1-5

1.3.2 連絡窓口について ............................................................................................................1-6

本章では、本取扱説明書に表示されている安全上の注意に関する各種記号やマークについて説明しているほか、

超音波溶着に関する安全情報について記載しています。本章ではまた、ブランソンへサポートを要求する際の

連絡方法についても記載しています。
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第 1章： 安全およびサポート
安全要求事項および警告
1.1 安全要求事項および警告

1.1.1 本書で使用されている記号

本書では、製品を取り扱う上での注意を促すために以下の記号を使用します。

1.2 一般的な注意事項

パワーサプライの点検を行う前に、次の点について注意してください。

･ 電気的な接続を行う前に、必ず装置本体の電源スイッチをオフにしてください。

･ 感電などの事故を防止するために、必ずパワーサプライを正しく接地された電源に接続してください。

･ 感電などの事故を防止するために、AWG14 ゲージまたは相当品の接地用電線をパワーサプライ排気口の横に

ある接地端子に固定して、接地を行ってください。

･ パワーサプライの内部には高電圧を発生させる箇所があります。超音波発振モジュールなどの内部部品を扱

う点検作業を行う場合は、以下の点を励行してください。

･ パワーサプライの電源をオフにします。

･ 主電源から電源ケーブルを外します。

警  告  一般的警告事項

「警告」は、これを回避しないと重傷または死亡に至る危険性が
存在することを知らせます。

注  意  一般的注意事項

「注意」は、これを回避しないと軽度または中程度の負傷に至る
危険性が存在することを知らせます。また、これを回避あるい
は修正しないと機器の重大な損傷の原因となり得る危険性が存
在することを知らせます。

注記

 は、負傷または死亡の危険性には関連しないものの、製品の取扱い上重要な情

報を提供します。はじめにこれを是正しない場合、機器の損傷または追加作業、修正

および再調整が必要となる状況が発生する可能性があること知らせます。
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取扱説明書 一般的な注意事項
･ そのまま 2 分以上の時間を置いて、内部部品のコンデンサを放電させます。

･ パワーサプライの内部には高電圧を発生する箇所があります。本体のカバーを外した状態での運転は絶対に

行わないでください。

･ 超音波発振モジュールは高電圧を発生させます。コモン・ポイントはシャシ・グランドではなく、サーキッ

ト・リファレンスに接続されております。従って、これらのモジュールを点検する場合は、非接地タイプで

バッテリ駆動式のマルチメータ以外は使用しないでください。このタイプのマルチメータ以外の機器を使用

すると感電の危険性があります。

･ 装置内部の DIP スイッチを設定する場合は、必ず主電源から電源ケーブルが外れていることを確認してくだ

さい。

･ ホーンの直下に手や体の一部を置かないでください。駆動時の加圧力や超音波振動によって怪我や事故を起

こす恐れがあります。

･ RF ケーブルまたはコンバータが外れている状態のままシステムを運転しないでください。

･ 大型のホーンを使用する場合は、治具との間に指を挟まないよう、注意してください。

･ パワーサプライの据付けは必ず有資格者が地域の規格および規制に従って行うようにしてください。

1.2.1 システムの用途

DCX シリーズパワーサプライおよびその付属品は、超音波溶着システムの構成機器です。これらの機器は、溶着

または加工処理を目的とするアプリケーションに幅広く使用できるように設計されています。

DCX シリーズ超音波溶着システムでは、超音波による溶着、インサート、ステーキング、スポット溶着、スウェー

ジング、ゲートカット、超音波を使用しての連続作業を行うことができます。自動運転、半自動運転、手動運

転ができるよう設計されています。

注  意  騒音に対する注意

超音波加工工程時に放出される騒音の音響レベルと周波数は、

(a) アプリケーション

(b) 加工するパーツの寸法、形状、組成

(c) 治具の形状と材質

(d) 装置の設定パラメータ

(e) ツールの設計

などの要因によって異なります。加工するパーツは、超音波加
工工程時に可聴周波数帯域で振動する場合があります。これら
の要因の一部または全てによって、加工中に不快な騒音が発生
することがあります。

このような場合は、作業者は保護具を着用しなければならない
ことがあります。国内法（労働安全衛生法・第 4 章、第 22 条、
労働安全衛生規則・第 3 編・第 2章・第 595 条）、または米連邦
規則集（29 CFR・1910.95「職業上の騒音暴露」の項）などを参
照してください。
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1.2.2 被加工物からの放出物について

被加工物の材料の中には、加工・処理中に作業者の健康に有害となるさまざまな種類の有毒ガス、臭気を放出

するものがあります。このような材料を処理する場合は作業場所を正しく換気し、放出物の環境中での濃度を

0.1ppm 以下に保持する必要があります。このような材料を処理する前に、材料供給業者に推奨される防護対策

を確認してください。また、29 CFR 1910.134, Respiratory protection（米連邦規則集タイトル 29、1910.134、

呼吸器系保護）を参照してください。

警  告  腐食性物質に対する警告

PVC などの材料を大量に処理する場合、作業者の健康に危険を
与え、機器の腐食や損傷を招くことがあります。正しく換気を
行い、防護対策を実行してください。
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1.3 ブランソンへの連絡方法

ブランソンはいつでもお客様のサポートをいたします。ブランソンはお客様のビジネスに敬意を払い、当社製

品を効果的にご活用いただくことを願っています。ブランソンのサポートが必要な場合には、最寄りの営業所

までご連絡ください。（巻末：「付録　事業所一覧」をご参照ください）

1.3.1 ブランソンのサポートをご依頼される前に

製品で発生する可能性のある問題のトラブルシューティングと解決策についての情報は、対象製品の取扱い説

明書に記載してあります。（「メンテナンス」の章を参照してください。）さらに詳細なサポート、または記載内

容以外のサポートを必要とする場合には、ブランソン・カスタマ・サービスセンターが対応いたします。問題

を特定するため、カスタマー・サービスへのご連絡の際にこちらからおたずねする共通の質問事項を以下に記

載します。

ご連絡いただく前に、以下の情報についてご確認ください。

1. お客様名と所在地

2. お客様のご連絡先電話番号

3. 取扱説明書をご用意ください。問題のトラブルシューティングについての詳細、または予備部品およびサー

ビス部品の一覧は、対象製品の取扱い説明書に記載されている「メンテナンス」の章を参照してください。

4. ご使用の製品の型式とシリアル番号をご確認ください。（製品に貼付されているデータラベル（銘鈑）に記

載されています）。

5. コンバータ、ブースタおよびホーンに関する情報、またはその他のツーリングに関する情報（部品番号、ゲ

イン、タイプなど）をご確認ください。（納品書の記載をご確認ください。また、製品本体に刻印されてい

る場合もあります。）

6. ソフトウェアベースまたはファームウェアベースのシステムには、BOS またはソフトウェアのバージョン

番号が記載されており、これらが必要となることがあります。

7. セットアップ・パラメータ（溶着モード、溶着条件などの、現在の設定値）

8. お客様の設備の状況をご確認ください。

・  周囲環境（温度、湿度など）

・  供給電源事情（電源仕様、安定化電源ご使用の有無など）

・  供給エア事情（工場エア圧、エア供給源から装置までの配管距離など）

9. ご使用の製品がお客様の自動システムに搭載されている場合は、その概要および I/O 信号（特にスタート

信号）の詳細をご確認ください。

10. ご使用の製品で行っているアプリケーションの詳細をご確認ください。

・  アプリケーションの形状、材料など

11. お問い合わせの問題の症状を可能な限り詳細にご確認ください。

・  症状が発生した時の状況

・  最初に症状が発生した時期

・  電源投入後、症状が発生するまでの時間あるいはサイクル数

・  症状の発生は連続的か、または間欠的か。間欠的な場合の症状の発生頻度はどの位か。

・  症状が発生した時にエラーが表示される場合、そのエラー番号またはエラーメッセージ
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第 1章： 安全およびサポート
ブランソンへの連絡方法
12. すでに実施した処置の詳細をリストアップしてください。

（メモ） __________________________________________________________________

    _________________________________________________________________________

    _________________________________________________________________________

1.3.2 連絡窓口について

巻末：「付録　事業所一覧」をご覧の上、最寄りのブランソン営業所までご連絡ください。

弊社担当営業またはカスタマー・サービス部門が対応致します。
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第 2章： Web ページ・インターフェース
はじめに
2.1 はじめに
DCX Web ページ・インターフェースは、Ethernet 経由によりパワーサプライの情報、診断ツール、および構成

オプションを利用するための Web ページへのアクセスを提供します。

通信は、Point to point または LAN 経由で構築できます。

Web ページ・インターフェースでは次の表示および機能を利用できます。

･ パワーサプライの情報表示

— 出力レベル

— 周波数

— シリアル番号

— ソフトウェアのバージョン

— アラーム・ログ

･ 各種診断ツール

— 超音波テスト

— ホーン・シグネチャ

— I/O 診断

･ 構成オプション

— 溶着プリセット

— 周波数シーク

— 電源投入時のシーク／スキャン実行

— IP 設定

— I/O 構成

2.2 適用モデル
この取扱説明書では、DCX S シリーズおよび Vシリーズパワーサプライの Web ページ・インターフェースについ

て説明します。

2.2.1 DCX S シリーズおよび V シリーズのマニュアル・セット

Branson DCX S シリーズおよび V シリーズパワーサプライに関する以下の文書を、電子ファイル形式で提供して

います。

･ DCX S シリーズ　パワーサプライ取扱説明書（英語版：100-412-183、日本語版：BR-163）

･ DCX S シリーズ　パワーサプライクイックスタートガイド（英語版：100-412-185、日本語版：BR-164）

･ DCX V シリーズ　パワーサプライ取扱説明書（100-412-184）

･ DCX V シリーズ　パワーサプライクイックスタートガイド（100-412-186）

･ DCX シリーズ Web ページ・インターフェース取扱説明書（英語版：100-412-187、日本語版：BR-165）
2-2 BR-165B



DCX Web ページ・インターフェース  第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
取扱説明書
第 3章：Web ページ・インターフェースに接続する

3.1 Ethernet ポートの位置を確認する.....................................................................................3-2

3.2 システム動作要件 .............................................................................................................3-3

3.3 Point to point 接続（Windows Vista および Windows 7 の場合）.......................................3-3

3.4 Point to point 接続（Windows XP の場合）........................................................................3-6
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第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
Ethernet ポートの位置を確認する
3.1 Ethernet ポートの位置を確認する

図 3.1 Ethernet ポートの位置（DCX S の場合）

図 3.2 Ethernet ポートの位置（DCX V の場合）

Ethernet ポート

Ethernet ポート
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DCX Web ページ・インターフェース  第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
取扱説明書 システム動作要件
3.2 システム動作要件

DCX Web ページ・インターフェースに接続するには、Windows®1 オペレーティング・システムおよび Web ブラウ

ザ・ソフトウェア Internet Explorer®1 （バージョン 7 以降）を搭載したパソコンが必要です。

3.3 Point to point接続（Windows VistaおよびWindows 7の場合）

Windows Vista®2 または Windows 7®1 オペレーティング・システムを搭載したパソコンを使用して DCX パワー

サプライの Web ページ・インターフェースに直接接続する場合は、以下の手順で作業します。

1. Ethernet ポート経由で、パワーサプライをコンピュータに接続します。

2. パワーサプライの電源を入れます。

3. パソコンで、タスクバーに表示されている Windows マークをクリックして［Control Panel］（コントロー

ル パネル）を選択します。

4. 右上隅の表示方法から［View Large Icons］（大きいアイコン）を選択します。

5. ［Network and Sharing Center］（ネットワークと共有センター）を選択します。

6. ［Change adapter settings］（アダプターの設定の変更）を選択します。

1. Windows および Internet Explorer は、Microsoft Corporation の登録商標です。

注記

DCX パワーサプライは、ネットワーク・スキャニング・ソフトウェアとの互換性があ

りません。この種のプログラムを LAN で使用している場合は必ず、DCX パワーサプラ

イの IP アドレスを除外リストに登録してください。

注記

DCX パワーサプライの Web ページ・インターフェースに接続する際は、電磁干渉

（EMI）の問題を防止するため、シールド付き Ethernet ケーブルを使用してください。

2. Windows 7 および Windows Vista は、Microsoft Corporation の登録商標です。
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第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
Point to point 接続（Windows Vista および Windows 7 の場合）
7. ［Local Area Connection］（ローカル エリア接続）を右クリックして［Properties］（プロパティ）を選択

し、［Networking］（ネットワーク）タブを表示させます。

8. リストにある［Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)］（インターネット プロトコル バージョン

4(TCP/IPv4)) を反転表示させた状態で、［Properties］（プロパティ）をクリックします。
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DCX Web ページ・インターフェース  第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
取扱説明書 Point to point 接続（Windows Vista および Windows 7 の場合）
9. ［Use the following IP address］（次の IP アドレスを使う）を選択して、以下のように設定します。

IP address（IP アドレス）:192.168.10.101 Subnet mask（サブネットマスク）: 255.255.255.0

10.［OK］をクリックします。表示されているダイアログ・ボックスを閉じます。

11. Internet Explorer（バージョン 7以降）Web ブラウザを開きます。

12. アドレスバーに、「http://192.168.10.100」と入力します。Enter キーを押します。

13. これで、DCX Web ページ・インターフェースが表示されます。

14. ユーザ ID を入力します（最長 9桁までの任意の数字）。
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第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
Point to point 接続（Windows XP の場合）
3.4 Point to point 接続（Windows XP の場合）

Windows XP®1 オペレーティング・システムを搭載したパソコンを使用して DCX パワーサプライの Web ページ・

インターフェースに直接接続する場合は、以下の手順で作業します。

1. Ethernet ポート経由で、パワーサプライをコンピュータに接続します。

2. パワーサプライの電源を入れます。

3. パソコン画面上のタスクバーから、［Start］（スタート）‐［Control Panel］（コントロール パネル）の

順に選択します。

4. 左上隅（メニューバー）から［Switch to Classic View］（クラシック表示に切り替える）を選択します。

5. ［Network Connections］（ネットワーク接続）を選択します。

6. ［Local Area Connection］（ローカル エリア接続）を右クリックして［Properties］（プロパティ）を選択

し、［General］（全般）タブを表示させます。

1. Windows XP は、Microsoft Corporation の登録商標です。
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DCX Web ページ・インターフェース  第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
取扱説明書 Point to point 接続（Windows XP の場合）
7. リストにある［Internet Protocol (TCP/IP)］（インターネット プロトコル（TCP/IP))を反転表示させた

状態で、［Properties］（プロパティ）をクリックします。

8. ［Use the following IP address］（次の IP アドレスを使う）を選択して、以下のように設定します。

IP address（IP アドレス）:192.168.10.101            Subnet mask（サブネットマスク）: 255.255.255.0
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第 3章： Web ページ・インターフェースに接続する
Point to point 接続（Windows XP の場合）
9. [OK］をクリックします。表示されているダイアログ・ボックスを閉じます。

10. Internet Explorer（バージョン 7以降）Web ブラウザを開きます。

11. アドレスバーに、「http://192.168.10.100」と入力します。Enter キーを押します。

12. これで、DCX Web ページ・インターフェースが表示されます。

13. ユーザ ID を入力します（最長 9桁までの任意の数字）。
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
Web ページ・インターフェースの概要
4.1 Web ページ・インターフェースの概要

DCX Web ページ・インターフェースは、溶着プリセットの設定、診断、パワーサプライ I/O の構成、ホーンス

キャンおよびテストの実行、システム情報の確認、システムのアラーム・ログの確認およびダウンロードといっ

た機能を提供します。

図 4.1 Web ページ・インターフェース画面の見方

表 4.1 Web ページ・インターフェース画面の見方

項目 名称 説明

A
メニュ・

ナビゲーション・タブ

メニュ・ナビゲーション・タブは、Web ページ上部に常に表示されてい

ます。選択すると、以下のメニュ項目にアクセスできます。

･ IP Setup（IP 設定）
･ Weld Preset（溶着プリセット）
･ I/O Diagnostics（I/O 診断）
･ P/S Diagnostics（パワーサプライ診断）
･ System Information（システム情報）
･ I/O Configuration（I/O 構成）
･ Alarm Log（アラーム・ログ）

B メニュ表示 現在選択しているメニュ項目の内容を表示します。

C コマンド・ボタン

それぞれのコマンド・ボタンでは、設定内容の保存、設定変更のキャン

セル、初期設定の復元を実行できるほか、メニュに応じて他の機能も提

供します。
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DCX Web ページ・インターフェース  第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
取扱説明書 ログイン
4.2 ログイン

DCX Web ページ・インターフェースに接続すると、「Login」ページが表示されます。個別のユーザ ID を入力し

ます。ユーザ ID は最大 9 桁の数字で構成します。ユーザによるアクセス状況は、この ID 番号をもとに把握さ

れます。

図 4.2 Login ページ
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
IP 設定
4.3 IP 設定

DCX パワーサプライのネットワーク設定を行うためのメニュです。初期設定では、DCX パワーサプライの IP 設

定は［Static IP］が選択され、図 4.3 に表示されている画面のアドレスに設定されています。

図 4.3 IP 設定メニュ

表 4.2 IP 設定メニュの詳細

項目 説明

IP 設定

Static IP
DCX パワーサプライに IP アドレスを手動で割り当てる場合に選択します。無効

な IP アドレス設定を入力すると、DCX パワーサプライが警告を発します。

IP Address DCX パワーサプライに割り当てられている IP アドレスです。

Subnet Mask DCX パワーサプライのアドレスが属するサブネットを表す数値です。

Gateway
他のコンピュータやネットワークとの通信を行うため、ネットワークに割り当て

られているゲートウェイのアドレスです。

MAC Address DCX パワーサプライに割り当てられている MAC アドレスです。
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DCX Web ページ・インターフェース  第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
取扱説明書 IP 設定
DCX パワーサプライの IP アドレスは、フロント・パネルの LCD モニタを使用して関連するレジスタの設定を

行い、いつでも変更することができます（DCX S の場合）。コールド・スタートを実行して、パワーサプライ

の IP アドレスを出荷時の初期設定に戻すことも可能です。DCX レジスタの操作やコールド・スタートの実行

方法については、DCX パワーサプライの取扱説明書を参照してください。

DHCP Server Enabled

DCX パワーサプライに接続した装置の IP アドレスを、パワーサプライで割り当

てる場合に選択します。DCX パワーサプライとデスクトップパソコンやノートパ

ソコンを Point to point（P2P）接続する際に便利です。

DHCP Client
DCX パワーサプライが DHCP Server から自動的に IP アドレスを要求するよう設

定したい場合に選択します。IP アドレスはグレーで表示されます。

注記

メニューの変更結果はすべて、次回電源投入時に有効になります。

注記

コールド・スタートを実行すると、他の設定も初期設定に戻ることにご注意ください。

表 4.2 IP 設定メニュの詳細（続き）

項目 説明

注記

DHCP サーバを有効にしている DCX パワーサプライを、すでに別の装置が

DHCP サーバとして機能しているネットワークに接続すると、接続上の問題

が生じるおそれがあります。
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
溶着プリセット
4.4 溶着プリセット

このメニュでは、溶着パラメータ、シーク時のオプション、電源投入時の動作を設定できます。

図 4.4 溶着プリセット・メニュ

表 4.3 溶着プリセット・メニュの詳細

項目 説明

WELD

Amplitude

DCX パワーサプライが発振する超音波エネルギの振幅を設定します。有効範囲は

10 ～ 100（振幅 10％～ 100％）です。

ユーザ I/O コネクタ（J3）からのアナログ入力で振幅を制御したい場合は、

［External］チェックボックスを選択します（第 4.9 節「I/O 構成」を参照）。
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DCX Web ページ・インターフェース  第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
取扱説明書 溶着プリセット
Frequency Offset

パワーサプライの動作周波数からの周波数オフセット値を制御します。

ユーザ I/O コネクタ（J3）からのアナログ入力で周波数オフセットを制御したい

場合は、［External］チェックボックスを選択します（第 4.9節「I/O構成」を参照）。

Start Ramp (ms)

External Start 信号が送信された際、振幅を段階的に 100％まで上げるまでの所

要時間です。振幅を 100％より下に設定している場合は、設定値に応じてランプ

時間を調整します。有効範囲は 1 ～ 999 です。

End of Weld Store
溶着を終えるたびにDCXパワーサプライで保存されたホーンの動作周波数を更新

させる場合は、このチェックボックスを選択します。

Latching Alarms

DCX パワーサプライがアラーム状態になった際、リセット操作後にアラームを解

除させたい場合は、このチェックボックスを選択します。リセット信号はユーザ

I/O デジタル入力を経由するか、フロント・パネルにあるリセット・キー（DCX

S シリーズのみ）を使用して送信できます。

スタート信号が再送信された時点でDCXパワーサプライのアラーム状態を解除さ

せるには、チェックボックスの選択を解除します。

SEEK*

Seek Ramp (ms)
パワーサプライがシークを実行する際、出力を段階的に上げるまでの所要時間で

す。有効範囲は 1 ～ 999 です。

Seek Time (ms) シークの継続時間です。有効範囲は 1 ～ 999 です。

Timed Seek

パワーサプライに約 1分毎にシークを実行させる場合は、このチェックボックス

を選択します。有効にした場合、最後に発振させた時点から約 1分毎にシークを

実行し、メモリに保存されているホーンの共振周波数データを更新します。

POWER ON

Off 電源投入時にシークやスキャンなどの動作を行わせない場合に選択します。

Seek 電源投入時に、パワーサプライにシークを実行させる場合に選択します。

Scan
電源投入時に、パワーサプライにホーンスキャン* を実行させる場合に選択しま

す。

* シークおよびホーンスキャンについては、DCX パワーサプライ取扱説明書を参照してください。

表 4.3 溶着プリセット・メニュの詳細（続き）

項目 説明

周波数 オフセット範囲

20kHz ±500Hz

30kHz ±750Hz

40kHz ±1000Hz
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I/O 診断
4.5 I/O 診断

DCX パワーサプライのデジタルおよびアナログ入出力の、モニタリングおよび制御を行うためのメニュです。

ユーザ I/O 構成については、第 4.9 節「I/O 構成」を参照してください。

図 4.5 I/O 診断メニュ

注記

このメニュでは、パワーサプライに割り当てた機能を実際に実行させずに、信号レベ

ルの制御およびモニタリングのみ行うことができます。

注記

メニュに表示される入出力ピンの機能名は、現在のユーザ I/O 割当てを反映したもの

です。
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表 4.4 I/O 診断メニュの詳細

項目 説明

DIGITAL INPUTS

J3-1 to J3-4

デジタル入力がアクティブ* であるかを表示します。

機能名は、現在の I/O 割当てに応じて表示されます。

･ Cable Detect
･ Display Lock (DCX-S only)
･ External Horn Scan
･ External Reset

･ External Seek
･ External Start
･ External Test
･ Memory Clear

DIGITAL OUTPUTS

J3-7 to J3-10

チェックボックスの選択／選択解除によって、デジタル出力の On ／ Off を切り替え

られます*。

機能名は、現在の I/O 割当てに応じて表示されます。

･ General Alarm
･ Overload Alarm

･ Ready
･ Seek/Scan Out
･ Sonics Active

ANALOG INPUTS

J3-17 and J3-18

現在のアナログ入力値を表示します。

機能名は、現在の I/O 割当てに応じて表示されます。

･ Amplitude In (V): 有効範囲は 1～＋ 10V（10％～ 100％**）です。

･ Frequency Offset (V): 有効範囲は 1～ 9V です（5V はゼロ・オフセット**）。

ANALOG OUTPUTS

J3-24 and J3-25

アナログ出力値を制御できます。

機能名は、現在の I/O 割当てに応じて表示されます。

･ Amplitude Out (V): 有効範囲は 0 ～ 10V です。
･ Frequency Out (V): 有効範囲は 0 ～ 10V です。
･ Power Out (V): 有効範囲は 0 ～ 10V です。

COMMAND BUTTONS

Refresh Outputs ボタンをクリックして、デジタルおよびアナログ出力を更新します。

Stop ボタンをクリックして、デジタルおよびアナログ出力の制御をストップします。

* デジタル入出力機能は、正論理または負論理のいずれかで構成できます。詳しくは、第 4.9 節「I/O 構成」を参照して

ください。

** 入力信号が有効範囲内にない場合、もしくは対象となるユーザ I ／ O ピンに配線が行われていない場合には、振幅設

定は 50％となり、オフセット設定はゼロオフセットとなります。
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
発振テストと溶着結果グラフ
4.6 発振テストと溶着結果グラフ

システムのテストに使うメニュです。5 秒間分の溶着データを取り込んで、表示および書き出しを行うことがで

きます。溶着結果グラフでは、「PHASE」（位相）、「CURRENT」（電流）、「AMPLITUDE」（振幅）、「POWER」（電力）、

「PWM AMPLITUDE」（パルス幅変調振幅補正）、「FREQUENCY」（周波数）の 6 つの表示パラメータを選択できます。

パラメータ名の左にはチェックボックスがあり、選択したパラメータのみ表示されます。システムを、I ／ O 経

由の外部制御またはカスタム LCD によって運転している場合、[Update Graph] キーをクリックすると画面に溶

着結果グラフを表示できます。

図 4.6 発振テストと溶着結果グラフ・メニュ

Start Test Reset Overload

PS TEST

Status

Run

Seek

Result

OK - Stored

Overload - Cleared

Frequency

Memory

Amplitude

Power

XXXX

XXXX

XXXX

XXXX

© 2011 Branson,All Rights Reserved

LogoutCurrent User: 1

4000 4500 50003500300025002000150010005000

-90

-72

-54

-36

-18

0

18

36

54

72

90

0

12

24

36

48

60

72

84

96

108

120

38900

39100

39300

39500

39700

39900

40100

40300

40500

40700

40900

0

12

24

36

48

60

72

84

96

108

120

TIME (ms)

P
A

H
S

E
 (

D
eg

)

P
O

W
E

R
 (

%
)

F
R

E
Q

U
E

N
C

Y
 (

H
z)

P
W

M
A

M
P

L
IT

U
D

E
 (

%
)

Test &
Weld Graphs

Weld Preset I/O Diagnostics System
Information

I/O
Configuration

Horn
Signature

Alarm LogIP Setup

PHASE

PHASE

POWER

CURRENT

PWM AMPLITUDE FREQUENCY

AMPLITUDE

Redraw Graph Set Default

Update Graph Export Graph Data

UpdateValue

Draw From

Graph Selection

ms To ms

X Value Y Value

0 5000

0 0

C
U

R
R

E
N

T
 (

%
)

0

12

24

36

48

60

72

84

96

108

120

A
M

P
L

IT
U

D
E

 (
%

)

0

12

24

36

48

60

72

84

96

108

120
4-10 BR-165B



DCX Web ページ・インターフェース  第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
取扱説明書 発振テストと溶着結果グラフ
超音波溶着の詳細については、付録 A：「超音波溶着について」を参照してください。

表 4.5 発振テストと溶着結果グラフ・メニュの詳細

項目 説明

PS TEST

Start Test
クリックすると、テスト・サイクルを開始します。再度クリックすると、テ

スト・サイクルが終了します。

Reset Overload クリックすると、オーバーロード状態をリセットします。

Run 点灯している間、超音波発振中であることを示します。

Seek
点灯している間、超音波スタックの共振周波数を検知するために、パワーサ

プライが 10％の振幅で発振動作中であることを示します。

OK - Memory Stored
ホーンの動作周波数が DCX パワーサプライのメモリに保存されたことを示

します。

Overload - Memory Cleared
テストの結果でオーバーロードとなり、メモリが消去されたことを示しま

す。

Frequency ホーンの動作周波数をモニタリングします。

Memory パワーサプライのメモリに保存されている周波数を表示します。

Amplitude 超音波発振の振幅を、最大振幅に対する割合（％）の形で表示します。

Power 超音波発振の出力を、定格最大出力に対する割合（％）の形で表示します。

Update Graph クリックすると、直近で完了したサイクルの溶着結果グラフを描画します。

Export Graph Data
クリックすると、溶着プリセット設定を含む溶着結果グラフデータを CSV

ファイルに書き出します。

Redraw Graph クリックすると、同じグラフを再描画します。

Draw From.......To.......
「From」（起点）および「To」（終点）の時刻を選択して、指定した時間枠の

グラフのみ拡大表示します。

Graph Selection
パラメータ（グラフの種類）を選択し、時刻を表す Xの値を入力して、これ

に対応する特定時刻における Y の値を求めます。

Update Value クリックすると、Yの値を更新します。

Set Default
クリックすると、サンプルレート、開始時間、終了時間、グラフ選択の設定

が初期設定に戻ります。

User Comment Box
CSV ファイルに書き出したデータの冒頭に表示させるコメントを入力しま

す。

注記

溶着結果グラフのデータを取得する前に、接続されたパソコンのインターネット閲覧

履歴は常に消去された状態にしてください。
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
ホーンシグネチャ
4.7 ホーンシグネチャ

超音波ホーンの診断に使うメニュです。ホーンスキャンを実行する場合、理想的には、共振周波数が 1 つだけと

なります。ホーンシグネチャ・グラフでは、「PHASE」（位相）、「CURRENT」（電流）、「AMPLITUDE」（振幅）の 3 つ

の表示パラメータを選択できます。ホーンシグネチャ・グラフは書き出しを行うことも可能です。

パラメータ名の左にはチェックボックスがあり、選択したパラメータのみ表示されます。

図 4.7 ホーンシグネチャ・メニュ
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取扱説明書 ホーンシグネチャ
。

ホーンスキャンの結果解析については、付録 A.3 節「共振状況の解析」および付録 A.3.2 節「ホーンスキャン

のエラー解析」の各項を参照してください。

表 4.6 ホーンシグネチャ・メニュの詳細

項目 説明

HORN SIGNATURE

Start Horn Scan クリックすると、ホーンのスキャンを開始します。

Abort Horn Scan クリックすると、ホーンのスキャンを中断します。

Status ホーンスキャンの進捗状況を表示します。

Result ホーンスキャンの成否や、動作が中断されたかどうかを表示します。

Parallel Resonant Points

超音波ホーンの並列共振周波数を表示します。並列共振周波数とは、超音波ス

タックの動作周波数です。

Series Resonant Points 超音波ホーンの直列共振周波数を表示します。

Update Graph クリックすると、直近に行ったホーンスキャンのグラフを描画します。

Export Graph Data
クリックすると、溶着プリセット設定を含む溶着結果グラフデータを CSV ファイ

ルに書き出します。

Redraw Graph クリックすると、同じグラフを再描画します。

Draw From.......To.......
「From」（起点）および「To」（終点）の時刻を選択して、指定した時間枠のグラフの

み拡大表示します。

Graph Selection
パラメータ（グラフの種類）を選択し、時刻を表す Xの値を入力して、これに対

応する特定時刻における Yの値を求めます。

Update Value クリックすると、Y の値を更新します。

Set Default
クリックすると、サンプルレート、開始時間、終了時間、グラフ選択の設定が初

期設定に戻ります。

User Comment Box CSV ファイルに書き出したデータの冒頭に表示させるコメントを入力します。

注記

ホーン・スキャン・グラフのデータを取得する前に、接続されたパソコンのインター

ネット閲覧履歴は常に消去された状態にしてください。

注記

並列周波数が複数検知された場合は、すべて一覧表示されます。超音波ス

タックの動作周波数は、青色で表示されます。
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第 4章： Web ページ・インターフェースを使用する
システム情報
4.8 システム情報

DCXパワーサプライに関する情報を表示させるためのメニュです。問題発生時にブランソンにお問い合わせの際

は、この画面の情報を確認できる状態にしておいてください。

図 4.8 システム情報メニュ

表 4.7 システム情報メニュの詳細

項目 説明

SYSTEM

System DCX パワーサプライのモデル名を表示します。

Display
DCX パワーサプライフロント・パネルのユーザ・インターフェースのタイプを表

示します。

LCD Software Version LCD モニタ用ソフトウェアのバージョン番号を表示します。

LCD CRC LCD モニタ用ソフトウェアの CRC コードを表示します。

WebSite Version Web ページのバージョン番号を表示します。

POWER SUPPLY

Power Level パワーサプライの出力ワット数を表示します。

Frequency パワーサプライの動作周波数を表示します。

Serial Number パワーサプライのシリアル番号を表示します。

P/S Version パワーサプライ・ソフトウェアのバージョン番号を表示します。

CRC パワーサプライ制御ソフトウェアの CRC コードを表示します。
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4.9 I/O 構成

DCX パワーサプライを接続する装置のインターフェースに応じて、DCX パワーサプライの I/O（入出力）を構成

するためのメニュです。

図 4.9 I/O 構成メニュ

警  告  一般的警告事項

超音波の発振に 0V（External Start 信号）を使用している場合
は、24V が偶然断絶してしまった場合の音波発振を防ぐため、
入力の 1 つを Cable Detect に割り当てておくことをお勧めしま
す。
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I/O 構成
表 4.8 I/O 構成メニュの詳細

項目 説明

DIGITAL INPUTS

J3 - 1 to J3 - 4

チェックボックスの選択／選択解除によって、デジタル入力機能の有効／無効を切

り替えます。

以下の入力機能が利用できます。

･ Cable Detect: External Start 入力に 0V の負論理を使用している場合、24V 信号
が断絶すると超音波の発振を停止します。ケーブルが抜けた状態での超音波発振
を防止する機能です。

･ Display Lock (DCX-S Only): ロント・パネル・ディスプレイによる制御を無効に
します。

･ External Horn Scan: ホーンスキャンのシーケンスを開始します。
･ External Reset: アラーム状態をリセットします。
･ External Seek: 超音波スタックの共振周波数を探すため、超音波エネルギを 10
％の振幅で発振させます。

･ External Start: 現在設定されている振幅で、超音波エネルギを発振します。
･ External Test: テスト・サイクルを実行します。
･ Memory Clear: パワーサプライの開始周波数をセンタリングします。

負論理で動作させる場合は 0V を選択します*。

正論理で動作させる場合は 24V を選択します。

* Cable Detect 機能では使用できません。

DIGITAL OUTPUTS

J3 - 7 to J3 - 10

チェックボックスの選択／選択解除によって、デジタル出力機能の有効／無効を切

り替えます。

以下の出力信号が利用できます :

･ General Alarm: アラーム発生を示します。
･ Overload Alarm: オーバーロードアラームの発生を示します。
･ Ready: システムの動作準備が整っていることを示します。
･ Seek/Scan Out: シークまたはホーンスキャンが実行中であることを示します。
･ Sonics Active: 超音波発振中であることを示します。

負論理で動作させる場合は 0V を選択します。

正論理で動作させる場合は 24V を選択します。
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ANALOG INPUTS

J3 - 17 and J3 - 18

チェックボックスの選択／選択解除によって、アナログ入力機能の有効／無効を切

り替えます。

以下の入力機能が利用できます。

･ Amplitude In: DCX パワーサプライが発振する超音波エネルギの振幅を制御しま
す。有効範囲は 1～ 10V（10％～ 100％）です。

･ Frequency Offset: パワーサプライの動作周波数からの周波数オフセット値を制

御します。有効範囲は 1～ 9V* です（5V はゼロ・オフセット）。実際のオフセッ
トは、パワーサプライの動作周波数に応じて行われます。

ANALOG OUTPUTS

J3 - 24 and J3 - 25

チェックボックスの選択／選択解除によって、アナログ出力機能の有効／無効を切

り替えます。

以下の出力信号が使用できます。

･ Amplitude Out: 振幅に比例した 0～ 10V の出力信号を送信します（0 ～ 100％）。
･ Power Out: 超音波出力に比例した 0～ 10Vの出力信号を送信します（0～ 100％）。
･ Frequency Out: メモリに保存された相対周波数を示す 0～ 10V の出力信号を送信
します。信号範囲は 0 ～ 10V です。実際の周波数は、パワーサプライの動作周波
数によって決まります。

* 信号が有効範囲内にない場合、またはワイヤが接続されていない場合、周波数オフセットは初期値であるゼロに戻ります。

表 4.8 I/O 構成メニュの詳細（続き）

項目 説明

周波数 オフセット範囲

20kHz ±400Hz

30kHz ±600Hz

40kHz ±800Hz

P/S 周波数 下限（0V） 上限（10V）

20kHz 19 450Hz 20 450Hz

30kHz 29 250Hz 30 750Hz

40kHz 38 900Hz 40 900Hz
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アラーム・ログ
4.10 アラーム・ログ

DCX パワーサプライのアラーム履歴を表示する画面です。アラーム情報は、アラーム番号またはアラームのタイ

プによって整理できます。アラーム情報を Excel 形式ファイルに書き出すことができます。

図 4.10 アラーム・ログ・メニュ

注記

メモリには、アラーム情報を新しいものから順に 100 個までのみ保存できます。
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取扱説明書 アラーム・ログ
アラームの表示条件および対処方法について詳しくは、付録 A.5 節「DCX のアラーム一覧」を参照してください。

表 4.9 アラーム・ログ・メニュの詳細

項目 説明

Alarm #（アラーム No.）
アラームの種類を特定するための固有の番号が表示されます。
アラーム・ログを消去すると、この項目は空欄になります。

Date / Time（日付 / 時間）

DCX-S および DCX-V シリーズ・パワーサプライは、リアルタイム・クロックを内蔵して
いません。
アラーム発生時の日時は、パワーサプライを最初に起動してからの累積運転時間数で表
示されます。

UserID（ユーザ ID）
アラーム発生時にログインしていたユーザのID番号です。外部制御での溶着時にアラー
ムが発生した場合は、ゼロが表示されます。

Data 1 / Data 2（データ 1
/ データ 2）

現在、この項目は使用されておりません。

アラームの説明

・Frequency - High Seek
Limit（シーク周波数上限）

周波数が上限に達しています（各利用周波数での上限値 20kHz 20.450kHz、30kHz
30.750kHz、40kHz 40.900kHz）。

・Frequency - Low Seek
Limit（シーク周波数下限）

周波数が下限に達しています（各利用周波数での下限値 20kHz 19.450kHz、30khz
29.250kHz、40khz 38.900kHz）。

・Frequency - High Weld
Limit（溶着時周波数上限）

周波数が上限に達しています（各利用周波数での上限値 20kHz 20.450kHz、30kHz
30.750kHz、40kHz 40.900kHz）。

・Frequency - Low Weld
Limit（溶着時周波数下限）

周波数が下限に達しています（各利用周波数での下限値 20kHz 19.450kHz、30kHz
29.250kHz、40kHz 38.900kHz）。

・Overload – Current
（オーバーロード ‐ 電流）

RF 電流のピーク限度に達しています。

・Overload - Frequency
（オーバーロード ‐ 周波数）

周波数が上限値または下限値に達しています。周波数の上・下限値は、溶着システムの
利用周波数に応じて上記のようになります。

・Overload - Power Limit
（オーバーロード ‐ 
パワーリミット） 

パワーサプライが定格出力の 115％に達しています。

・Overload - Temperature
（オーバーロード ‐ 温度）

IGBT（高周波電力制御素子）冷却用ヒートシンクが限界温度に達しています。

・Overload - Voltage
（オーバーロード ‐ 電圧）

RF 電圧がピーク限度に達しています。

・Phase Limit Time Error
（位相制限時間エラー）

500ms 後（初期設定値）に、パワーサプライが位相制限時間を超過してエラーとなりま
した。

コマンド・キー

Clear Log（ログ消去） クリックすると、アラーム・ログを消去します。

Export to Excel
（Excel 書き出し）

クリックすると、アラーム・ログを記載した Excel®* スプレッドシート・ファイルを
ダウンロードします。

* Excel は、Microsoft Corporation の登録商標です。
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DCX Web ページ・インターフェース  付録 A： 超音波溶着について
取扱説明書 「共振」について
付録 A：超音波溶着について

A.1 「共振」について............................................................................................................. A-1

A.2 超音波溶着の原理および機器構成.................................................................................. A-2

A.2.1 　  原理 ........................................................................................................................... A-2

A.2.2 　  機器構成.................................................................................................................... A-2

A.3 共振状況の解析 .............................................................................................................. A-6

A.3.1 　  ホーンスキャンのデータを取得する ........................................................................ A-6

A.3.2 　  ホーンスキャンのエラー解析 ................................................................................... A-9

A.4 溶着状況の画像表示 ..................................................................................................... A-11

A.4.1 　  溶着結果グラフのエラー解析 ................................................................................. A-13

A.5 DCX のアラーム一覧 .................................................................................................... A-16

ここでは、超音波溶着について詳しく説明しています。ご紹介する情報は、特に、画像の見かたを理解する上

で重要な手がかりになります。 付録  A.3.2 節「ホーンスキャンのエラー解析」 では、エラー解析について詳し

く説明しています。

A.1「共振」について

すべての固体には固有の共振周波数があり、その値は構成材料と総質量によって決まります。

例えば、スパナが床に落下すると独特な金属音が発生します。音の高さを測定すれば、スパナの固有振動周波

数を特定できます。古くからある例が、音叉です。音叉は、正確に 440Hz（オーケストラの音合わせに使われる

音）で共振するように作られています。

これは、周波数が可聴領域（およそ 40Hz ～ 16kHz）で共振しているケースです。一般に 20kHz を超える周波数

の振動は超音波振動と呼ばれ、超音波溶着で使用するコンバータ、ブースタ、およびホーンのあらゆる組み合

わせにも、超音波領域での共振周波数が存在します。

超音波溶着ではこの共振点を利用して、最小限のエネルギ消費で最大限の溶着効果を得ることを目指します。

簡単に言えば超音波音響スタックを、それ自体が持つ固有共振周波数と同じ駆動周波数で振動させることによ

り、この目的は達成できます。

この場合、超音波音響スタックは直列共振点および並列共振点という 2 つの共振点（周波数）を持っており、

BRANSON の溶着システムはこのうちの並列共振点を利用して超音波振動を実現させるため、並列共振点での周波

数が重要な意味を持っています。
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付録 A： 超音波溶着について
超音波溶着の原理および機器構成
A.2 超音波溶着の原理および機器構成

A.2.1 原理

熱可塑性パーツの超音波溶着は、被溶着パーツに超音波振動と加圧力を加える形で行います。

超音波振動によって被溶着パーツ同士の接触面で材料分子間に摩擦を生じさせ、これにより溶着境界面の温度

を急激に上昇させます。

材料（主に熱可塑性プラスチック）が溶融温度に達すると、パーツ間に材料が溶け出します。超音波振動が停

止すると、加圧された状態で冷却された材料が再硬化しほぼ均一な状態の溶着部を形成して溶着工程を完了し

ます。

A.2.2 機器構成

ここでは、20kHz の超音波溶着システムを例に取り説明します。

図 A.1 超音波溶着システムの主な機器構成

表 A.1

項目 説明

1 超音波パワーサプライ

2 コンバータ

3 ブースタ

4 ホーン

5 スタック

120/230 VAC 50/60 Hz

I
S

K1

K2

40µm/20kHz

20kHz
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DCX Web ページ・インターフェース  付録 A： 超音波溶着について
取扱説明書 超音波溶着の原理および機器構成
パワーサプライ①は、電源から供給される 50 ／ 60Hz の電気的エネルギを 20kHz の高周波電気的エネルギに変

換します。

パワーサプライによって変換された高周波電気的エネルギは、コンバータ②に供給され、コンバータに内蔵された

圧電素子を介して供給される電気的エネルギと同じ周波数の機械的振動エネルギ、つまり 20kHz の超音波振動に変

換されます。

コンバータの出力側端面に発生する機械的超音波振動は、ブースタ③およびホーン④という 2 つの音響ツール

を介して被溶着パーツに伝達されます。ブースタは、入力側端面に供給された振動の振幅を増幅させる働きが

あり、その増幅係数（ゲインと呼びます）は、ブースタの設計形状により決定します。（図中、K1）

ブースタ

多くのアプリケーションでは、最適な溶着を実現させるために超音波振動の振幅を増幅させる必要があります。

ブースタは、入力側端面（コンバータと接触する側の面）に供給された超音波振動の振幅を、エネルギ保存の法則

に従って増幅させます。振幅を増幅させるには、ブースタの軸方向の各微小区間に対する断面積を変化させます。

超音波振動エネルギはブースタの全長に渡って一定量を維持しながら伝達する（エネルギ保存則）ため、その

振幅は入力側端面と各断面の面積比に比例して増幅されます。

この過程は、減衰を無視した理想的なばね質量系によって説明することができます。図 A.2 右側のばね質量系

が振動する場合、上方の幅広で短いばねは下方の幅の狭く長いばねに比較して伸びは小さいものの、どちらも

同じ振動数で振動します。

入力側端面と出力側端面の面積比に関しては、次の式を適用します。

F = 
Ae

=

Ve

=

Me

ここでは、

･ Ae = 入力側の振幅

･ Aa= 出力側の振幅

･ Ve= 入力側の振動速度

･ Va= 出力側の振動速度

･ Me= 入力側の質量

･ Ma= 出力側の質量

Aa Va Ma
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付録 A： 超音波溶着について
超音波溶着の原理および機器構成
図 A.2 ブースタを介した振幅変換

ノーダル・

ポイント（節）
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DCX Web ページ・インターフェース  付録 A： 超音波溶着について
取扱説明書 超音波溶着の原理および機器構成
ホーン

溶着ツールであるホーンは、コンバータで変換され、ブースタを経由して増幅された機械的超音波振動を溶着

パーツに伝達します。

また、ホーン自体もゲインを持っており、振幅を増幅させる働きがあります（図中、K2）。ホーンの振幅比も

ブースタの場合と同様の考え方を適用します。

図 A.3 ホーンの一般的な形状

コンバータ、ブースタ、ホーンからなる組み合わせを、「スタック」と言います。（超音波スタックあるいは音

響スタックとも言います。）

音響スタックの構成部品間で反響を最小限に抑えながら音響エネルギを伝達することが、超音波振動を損失さ

せることなく被溶着物に伝達するための必要条件です。

伝達の水準は、個々の構成部品の組み立て具合によって大きく左右されます。

表 A.2

項目 説明

1 矩形ホーン

2 カテノイダルホーン

3 エクスポネンシャルホーン

4 ステップホーン
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付録 A： 超音波溶着について
共振状況の解析
A.3 共振状況の解析

精密音響ツールであるスタックは、他のツールと同様に摩耗します。

ツールの負荷、メンテナンス、調整状況によっては、構成部品間のねじ接合部の緩み、合わせ面への付着物の堆

積、ホーン内部でのクラック発生、といった不具合が発生する場合があります。こうした不具合が発生すると、

スタックの共振特性が損なわれます。溶着の質も低下し、パワーサプライのオーバーロード状態が頻発します。

このため、DCX Web ページ・インターフェースはスタックを「スキャン」する機能を備えています。つまり、あ

らかじめ設定された周波数域（19500Hz ～ 20500Hz）（20kHz システムの場合）で周波数をステップさせながら、

低レベルの超音波発振を実行します。この過程で、振幅およびステップ幅のプリセット値を考慮しながら、出

力電流や位相などの重要な特性を記録し、画面に画像を表示します。

ホーンスキャン完了後に表示されるホーンシグネチャ・グラフは、使用中のスタックの直列共振点および並列

共振点を示します。

Branson 製超音波溶着システムの超音波振動に直接関わる並列共振点は、位相のグラフにおいて基線（0°）を

はさんでプラス（+）からマイナス（-）に変化する点に当ります。

A.3.1 ホーンスキャンのデータを取得する

［Start Horn Scan］（ホーンスキャン開始）ボタンをクリックすると、ホーンスキャンが始まります。スキャン

の進捗状況は進捗バーに表示されます。スキャンが完了すると、スキャンデータを読み込みます。データ読み

込み中には、次のようなメッセージが表示されます。グラフ用データの取得が完了すると、メッセージは自動

的に消えます。
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DCX Web ページ・インターフェース  付録 A： 超音波溶着について
取扱説明書 共振状況の解析
図 A.4 スキャンデータ取得中の画面

ホーンスキャンは、特定の周波数帯域を自動でシークする機能です。測定された値は保存され、グラフに表示さ

れます。

これらの値からは、システムの振動系の共振特性が分かります。複数のホーンスキャン・グラフを比較すること

で、スタックの機能や音響特性に関する評価、分析が可能になります。

ホーンスキャンは、スタックが無負荷（ホーンに何も接触していない）の状態で行います。スタックは開始周波

数から始まり空気中で自由に振動しながら設定された終了周波数に至るまで継続的にスキャンされます。
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付録 A： 超音波溶着について
共振状況の解析
図 A.5 スキャン結果画面

共振点では、電流が低下し、振幅が最大値になり、位相の正負が変化します。

注記

並列周波数が複数検知された場合は、「Parallel Resonant Points」（並列共振点）の

欄にすべて一覧表示されます。

超音波スタックの動作周波数は、青色で表示されます。
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DCX Web ページ・インターフェース  付録 A： 超音波溶着について
取扱説明書 共振状況の解析
A.3.2 ホーンスキャンのエラー解析

ここでは、ホーンスキャンにおいてよくあるエラーの原因を紹介します。

紹介例とシステムで表示されたグラフを見比べて、問題の原因特定に役立ててください。

図 A.6 ホーンスキャン結果画面 ― コンバータの不具合による可能性あり
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付録 A： 超音波溶着について
共振状況の解析
図 A.7 ホーンスキャン結果画面 ― RF ケーブルが抜けている場合
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A.4 溶着状況の画像表示

発振テストと溶着結果グラフ (Test & Weld Graphs) の画面では、溶着の状況に関する各パラメータをグラフと

して表示することができます。

［Update Graph］（グラフ更新）ボタンをクリックすると、溶着データの読み込みを行います。データ伝送中に

は、次のようなメッセージが表示されます。グラフ用データの取得が完了すると、メッセージは自動的に消え

ます。

図 A.8 溶着データ取得中
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付録 A： 超音波溶着について
溶着状況の画像表示
図 A.9 溶着結果グラフの画像表示

溶着工程の開始時には、周波数は共振状態まで上昇します。

並列共振点に到達すると、溶着が始まります。このとき、以下のような傾向が現れます。

･ 振幅が設定されたレベルまで上昇し、ほぼ一定に保たれる。

･ 位相の極性が変化する。

･ 電流が負荷に応じて上昇した後、低下して比較的低い値で安定する。

･ 超音波出力が負荷に応じて上昇した後、低下して比較的低い値で安定する。

･ PWM（パルス幅変調）が機能して、振幅の補正を行っていることを示す。
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取扱説明書 溶着状況の画像表示
A.4.1 溶着結果グラフのエラー解析

ここでは、溶着サイクルにおいてよくあるエラーの原因を紹介します。

紹介例とシステムで表示されたグラフを見比べて、問題の原因特定に役立ててください。

図 A.10 溶着結果グラフ ― ホーンに不具合がある場合

このグラフが表示された後、電流のオーバーロードによるアラーム状態になりました。
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A-14 BR-165B

図 A.11 溶着結果グラフ ― コンバータに不具合がある場合

このグラフが表示された後、電流のオーバーロードによるアラーム状態になりました。
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図 A.12 溶着結果グラフ ― RF ケーブルが外れている場合

このグラフが表示された後、周波数のオーバーロードによるアラーム状態になりました。
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付録 A： 超音波溶着について
DCX のアラーム一覧
A.5 DCX のアラーム一覧

DCX S および DCX V パワーサプライで発生するアラーム状態について、次の表にまとめました。アラームは、DCX

Web ページ・インターフェースの「Alarm Log」（アラーム・ログ）タブで確認できます。

左から 1 番目の列が、「アラーム・ログ」タブに表示されるメッセージです。2 列目に記載されているのは、ア

ラームが発生した状況です。3 列目には考えられる原因、4 列目には必要となる対処方法を記載しています。

表 A.3

アラーム表示 アラーム発生状況 考えられる原因 対処方法

Overload – Current

（オーバーロード ‐ 

電流）

溶着サイクル中に、

電流がパワーサプラ

イ内にある絶縁ゲー

トバイポーラトラン

ジスタ（IBGT）また

はパワー半導体素子

の許容上限を超え

た。

溶着開始時、あるいは

溶着サイクル中に高い

衝撃力が発生するアプ

リケーションではこの

オーバーロードが発生

し易くなります。

･ スタックの駆動速度などを
調節し、溶着パーツに加わる
衝撃力を下げる。
･ 溶着開始時の加圧力を下げ
る。
･ 振幅を下げる。
･ パワーサプライの出力レベ
ルを上げる。

Overload - Power 

Limit（オーバーロー

ド ‐ パワーリミット）

溶着サイクル中の超

音波出力のピーク

が、パワーサプライ

の出力上限を超えた

ため、超音波発振が

中断された。

パワーサプライは、超

音波出力のピークが定

格出力の 105％を超え

ると、安全回路が作動

して発振をシャットダ

ウンさせるように設計

されています。

･ 溶着時の加圧力を下げる。
･ 振幅を下げる。
･ 可能であれば、パワーサプ
ライの使用可能な出力レベル
を上げる。

Overload - Start 

Frequency Outside 

Bandwidth（スタート

周波数が許容帯域外）

スタック（コンバー

タ、ブースタ、ホー

ン）のスタート時周

波数または共振周波

数、またはこれらの

両方が、パワーサプ

ライの許容する周波

数域から外れてい

る。

スタックの構成部品がク

ラックまたは破損した、

各構成部品の接触面の状

態が不適切であるなど

様々な原因が考えられま

す。それらの原因によ

り、スタックが正常に振

動するための共振周波数

が、下記のパワーサプラ

イの設計上、許容されて

いる周波数帯域から外れ

ています。

20kHz（19475 ～ 20474）

30kHz（29278 ～ 30797）

40kHz（38950 ～ 40949）

･ スタックの標準的なメンテ
ナンスを行う（境界面を掃除
してスタックを組み立て直
す）。
･ ホーンを取り外して発振テ
ストを行う。
･ ブースタを交換して発振テ
ストを行う。
･ コンバータを交換して発振
テストを行う。
･ 問題が解決されない場合
は、弊社のお客様担当営業、
またはカスタマ・サービス・
センターまでご連絡くださ
い。
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Overload - 

Temperature（オー

バーロード ‐ 温度）

パワーサプライが、

推奨されている設計

上の安全動作温度域

から外れて動作して

いる。

DCX パワーサプライの

運転時周囲温度は＋

41°F ～＋ 104°F（＋

5 ℃～＋ 40 ℃）です。

･ パワーサプライは、所定の
運転時周囲温度で動作させて
ください。作業環境を整える
にあたって、他の温度制御手
段が必要になる場合がありま
す。

表 A.3

アラーム表示 アラーム発生状況 考えられる原因 対処方法
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